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（午後 １時００分 開議）

〇委員長（柴田峯生） ただいまから本日の決算審査特別委員会を開きます。

ただいまの出席委員は50人で定足数に達しております。

これより当委員会に付託されました議案第96号 平成17年度むつ市一般会

計歳入歳出決算から議案第104号 平成17年度むつ市用地造成事業会計決算

までの各会計決算について審査をいたしますので、よろしくお願いします。

審査は、お手元に配布してあります決算審査特別委員会審査予定表並びに

平成17年度決算説明の順序及び説明者の順に従い審査をしてまいりますが、

審査予定は本日と12月12日、13日の３日間でございますので、議事の進行に

ご協力いただくとともに、効率的な審査がなされ、十分な成果が上がるよう

決算審査特別委員長として責務を果たしてまいる所存であります。どうぞよ

ろしくお願いします。

なお、審査の方法についてでありますが、一般会計歳入歳出決算について

は、議事の整理上、歳出の各款ごとに順次概要説明を受け審査し、歳入につ

いては一括審査といたします。

また、そのほかの決算につきましては、議案ごとに一括説明を受け、審査

をしてまいりますので、ご了承願います。

説明員につきましては、審査の状況によりまして、課長等の出席も随時認

めたいと思いますので、ご了承願います。

これより議事に入ります。それでは、まず議案第96号 平成17年度むつ市

一般会計歳入歳出決算を議題といたします。

第１款議会費でありますが、ご案内のとおり、説明、質疑を省略いたしま

す。

次は、第２款総務費について、理事者の説明を求めます。総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） それでは、総務費の総務部が所管いたします項目に

ついてご説明いたします。90ページから92ページにかけて、第１目一般管理

費でございます。これは、秘書業務に係る経費、三役及び一般職員の給与並

びに下北地域広域行政事務組合に対する負担金が主なものとなっておりま

。 、 、す 平成17年度は ポートエンジェルスとの姉妹都市10周年に当たりまして

平成17年５月12日から16日まで使節団24名を受け入れしてございます。市の

方からは、７月28日から８月３日にかけまして、議長、教育長ほか３名がこ

の記念式典に出席しております。

次は、96ページをごらんいただきたいと思います。これは、文書受付業務

全般にわたる経費でありまして、郵便料、それからコピー機の借り上げが主

なものとなっております。
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同じく96ページから98ページにかけて、第６目人事管理費でございます。

これは、職員の健康管理や職員の研修等に要した経費であります。賃金は、

主に産休、育児休業、病休等の代替分、それから臨時職員の賃金につきまし

ては、一元化により支出いたしております。

、 。 、次は 98ページから100ページにかけてでございます 第８目財産管理費

これは建物や公用自動車等の保険料が主なものとなってございます。

次は、100ページ、第９目契約審査費でございます。これは、契約事務に

、 、 、係る経費でありまして 入札執行につきましては 事務の効率化を図るため

工事等の入札や物品購入等、管財課が一元的に業務を行っております。当該

年度の対象となった入札執行件数は391件となってございます。

同じく100ページ、第10目工事検査費、これもさきに申し上げました入札

執行事務と同様に、事務の効率化を図るため、工事等の完成後の検査は３人

の工事検査監が行い、検査業務の公正、透明性とその一元化を図っておりま

す。当該年度の対象となった検査件数は123件となってございます。

同じく100ページでございます。第11目会計管理費、これは出納事務に要

した経費でございます。

、 、 。次に 102ページから104ページにかけて 第12目庁舎管理費でございます

これは、本庁舎を初め川内庁舎、大畑庁舎及び脇野沢庁舎の維持管理に要し

た経費であります。工事請負費の主なものでございますが、合併に伴い、本

庁舎において福祉部門の職員が増となったことから、東庁舎の増築を行って

ございます。

次は、104ページ、第13目車両管理費でございます。これは、公用自動車

の維持管理に要する経費でありまして、この運行管理につきましては、管財

課が事務の効率化を図るため、一元管理を行っております。このうち委託料

につきましては、市長車等の運転を民間に委託してございます。

次は、106ページでございます。第16目経営改善費、これは事務改善に要

した経費であります。

同じく106ページでございます。第17目合併管理費、これは合併後の残務

事務処理に要した経費であります。

、 。同じく106ページから108ページにかけて 第18目情報管理費でございます

これは、むつ市情報センターの維持管理に要した経費でございます。当年度

は、旧川内町の保育システムのネットワーク化、税、国保、介護に係る法改

正に伴うシステムの変更対応、それから児童手当、保健情報及び生活保護シ

ステムのネットワーク化などを行っております。

、 、 。次は 110ページから112ページにかけて 第24目庁舎建設費でございます



- 7 -

これは、昨年10月１日に公民館機能及び図書館機能を有したむつ市脇野沢地

域交流センターが供用を開始しておりますが、この建設に要した経費、同じ

くことし９月19日から新庁舎において執務を開始しております脇野沢庁舎建

設に要した経費であります。

次に 第２款の総務費の第２項の徴税費についてご説明いたします 112ペ、 。

ージから114ページにかけて、第１目税務総務費でございます。これは、税

の賦課徴収事務に要した経費であります。職員の人件費と委託料として合併

に伴う土地評価業務の支出が主なものとなっております。

次は、114ページから116ページにかけて、第２目市税等徴収費でございま

す。これは、税の前納報奨金及び市税の還付金、それから納税貯蓄組合等に

対する補助金の支出が主なものとなってございます。

以上が総務部が所管いたします第２款総務費、第１項総務管理費及び第２

項徴税費の説明でございます。何分よろしくお願いいたします。

〇委員長（柴田峯生） 企画部長。

〇企画部長（渡邉 悟） それでは、続きまして第２款総務費のうち第１項総

務管理費、第２目企画費から第29目の公共施設整備基金費まで、企画部に関

する部分について、その概略をご説明いたしたいと存じます。

まず、決算書 92ページの２目企画費でありますが、支出済額で 6,483万

8,248円であります。うち報酬の７万1,500円でありますが、これは公共事業

再評価委員会委員の報酬でありまして、事業開始後10年目となりました脇野

沢処理区公共下水道の再評価のための審査委員の報酬であります。審査委員

会は ２回開催されております また 負担金補助及び交付金として3,491万、 。 、

5,100円の支出がありますが、ほとんどが下北総合開発期成同盟会初め地域

振興にかかわる各団体等に対する負担金で占められております。特に補助額

が大きいものとしましては、生活交通路線の維持にかかわるもので、生活交

通路線維持費補助金、廃止路線代替バス運行費補助金、また旧脇野沢村が補

助しておりました下北汽船への航路運航維持事業費補助金及び航路特別対策

事業費補助金等であります。また、28節の繰出金の1,750万2,102円は、公共

用地取得事業特別会計への繰出金となっております。

次に、94ページ、３目の調整費でありますが、これは879万4,171円の支出

済額で、地域新エネルギービジョン策定委員の報酬に31万円、また委託料と

しまして、地域新エネルギービジョン策定事業調査に使っておりまして、こ

れはむつ市地域新エネルギービジョンという形の冊子、本でございますが、

これにまとめられております。また、報償費は県の原子力安全監視委員会へ

のむつ市推薦委員にかかわるものであります。その他電源立地地域対策交付
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金事務、自衛隊関連事務等に関する経費であります。

次に、同じく94ページ下段の４目原子力関連施設対策費であります。これ

は、支出済額で3,733万269円、中間貯蔵施設に関する事務費あるいは広報費

でございます。特に普通旅費が316万9,220円、費用弁償が1,039万3,020円、

自動車借上料が871万5,000円と、これはいずれも非常に大きな額となってお

りますが、これらは東海村、女川原発など、原子力施設への一般市民の視察

研修のために支出された経費であります。

委託料の919万9,950円でありますが、これは原子力基礎知識広報業務委託

、 、料でありまして これは日本原子力文化振興財団に頼むわけでございますが

昨年10月23日に行いましたエネルギー講演会にかかった経費及び中間貯蔵施

設に関するＰＲ用パンフレット作成に要した経費であります。

次に、98ページの中段、７目の財政管理費でありますが、支出済額91万

8,855円で、主なる支出といたしましては備品購入費の76万935円、これは各

課で使います帳票処理用の「アクセス」というソフトがありますが、このデ

ータ処理用ソフトを25本購入した経費であります。あとは、中身的には、特

に事業費というものは当然ありませんので、財政課の予算としては、これを

差し引きしますと、およそ15万円というふうなところでございます。すべて

日々の財政運営にかかわる事務経費ということであります。

次に、 104ページ、 14目広報費でございます。支出済額で１億 1,48 1万

5,396円、これは大変大きな額でございますが、主なる広報事業としては、

市政だよりの発行とエフエムアジュール放送への委託としての広報費でござ

います まず 市政だよりにつきましては 需用費の中の印刷製本費2,625万。 、 、

9,562円、印刷部数は合併前では１万8,000部でありましたのですが、合併後

は２万4,900部ということになっております。また、次ページの13節の委託

料ですけれども、コミュニティー放送局エフエムむつへの放送業務委託料、

これは年840万円を支出しております。また、川内、大畑、脇野沢地区の情

報連絡施設保守点検業務委託料として375万2,700円を支出しております。ほ

、 、かに市本庁舎にあります放送施設にかかわる経費として 電信電話柱添架料

放送施設建物使用料、電力柱共架料を支出しております。

続きまして、 106ページの中段の 15目コミュニティ推進費で支出済額が

1,795万9,725円であります。この主たる部分は、町会集会所新築増改築補助

金、大畑町内会連合会補助金、川内町内会補助金と各地区町内会のコミュニ

ティー活動を支援するための補助金であります。また、宝くじ普及広報事業

費助成金を財源としまして、地域の祭りや神楽会などに対するコミュニティ

助成事業として1,320万円を支出しております。
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次は、 108ページの 19目行政連絡費でありますが、支出済額で 1,18 0万

9 , 0 9 1円、最も大きな部分が 17 3名の行政連絡員に対する報酬で 1, 0 6 2万

9,411円です。合併前は、ちなみに104名ということで、173名までふえてい

ます。ほか費用弁償と行政連絡事務各種事務にかかわる経費であります。

次は 同じく108ページの20目コミュニティセンター管理費で658万8,371円、

の支出額となっております。これは、むつ地区３カ所、大畑地区２カ所、脇

野沢地区２カ所にあるコミュニティセンターの管理運営に要する経費で、作

業員の賃金、光熱水費、浄化槽保守点検、消防設備点検などでございます。

次は、110ページ、21目の市民相談費でございますが、これは法律相談の

弁護士の経費を初め市政モニター、行政相談、人権相談等の各種相談業務に

かかわる経費でございます。また、人権擁護委員協議会へ13万 8,500円を補

助しております。

次は、同じく 110ページ、 22目の諸費でございます。支出済額が 214万

7,065円、これは自衛官募集事務及び自衛隊新入隊予定者の激励会、これは

年に１回あるのですが、この経費。また委託料の199万6,725円は、蛎崎簡易

郵便局の業務委託料でございます。ちなみに、平成18年10月からは直接委託

で、むつ市との契約は解除してございます。

次に、同じく 110ページの 23目男女共同参画推進費でありますが、 48万

7,789円で、主たる経費として男女共同参画推進懇話会委員15人の報酬30万

5,500円、昨年は４回開かれておりまして、市長への提言書が出されており

ます。

次に、112ページ、25目の財政調整基金費でございます。これは、利子積

、 、み立てに121円 次に26目の土地開発基金費の支出済額2,383円も利子積立金

次の27目の減債基金費の13円も同じく利子積立金であります。

次に、28目の地域振興基金費の21万 682円ですが、これも利子積立金であ

ります。この利子だけ若干多いのですけれども、この基金の平成17年度末で

の基金残高は１億8,594万6,000円となっております。

次に、29目の公共施設整備基金費でございますが、１億6,919万7,462円、

これには脇野沢庁舎の移転補償費等の残分も含まれております。

次に、122ページの総務費の５項統計調査費でございますが、１目統計調

査総務費でございますけれども、支出済額で3,695万3,543円、これは統計担

当職員の給与、手当、旅費など各種統計事務に要する経費であります。

続きまして、124ページの２目諸統計調査費でございますが、これは毎年

12月31日を基準日として行われる製造業を営む事業所の工業統計調査に要し

た経費で、工業統計調査員の報酬26万9,600円及び事務費等であります。
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次に、124ページの同じく３目国勢調査費でございますが、昨年はちょう

ど５年ごとの国勢調査実施の年に当たりまして 調査員421名及び指導員45名、

。 、の報酬として2,293万450円を支出しております そのほか調査に要した旅費

費用弁償、消耗品、通信費等の事務費であります。

以上、概略でございますが、説明とさせていただきます。

〇委員長（柴田峯生） 民生部長。

〇民生部長（髙橋 勉） それでは116ページ、第２款総務費、第３項戸籍住

民基本台帳費、第１目戸籍住民基本台帳費についてご説明を申し上げます。

これは、戸籍、住民票等の作成管理などの戸籍事務及び住民基本台帳事務

のほか、印鑑登録事務、外国人登録事務等、いわゆる窓口事務に要した経費

であります。前年度と比較いたしますと8,595万6,037円の増となっておりま

すが、この主なものは、市町村合併によりまして、各分庁舎の窓口配置人員

の人件費が加わったことによるもので 前年度と比較いたしまして 9,056万、 、

1,826円の増加となっております。減となりましたのは、平成16年度末市町

村合併に伴いまして、各庁舎へ戸籍証明発行用ファクス及びレジスター等、

事務機の購入分といたしまして、備品購入費679万8,290円が減となったこと

によるものであります。

以上が概要であります。

〇委員長（柴田峯生） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（大芦清重） 選挙管理委員会が所管しております

選挙費をご説明申し上げます。ページは118ページから119ページ、第１目選

挙管理委員会費でございますが、選挙管理委員会の運営に要した費用でござ

います。支出済額は4,159万 6,925円で、執行率は98.32％でございます。支

出の大半は、委員報酬や職員給与等の人件費となっており、金額で4,122万

1,565円、支出済額の99.1％を占めております。

続きまして、第２目明るい選挙推進費でございますが、選挙啓発や明るい

選挙推進運動に要した経費でございます。支出済額は12万 7,850円で、明る

い選挙推進委員の総会、研修会等の費用弁償がほとんどとなっております。

続きまして、118ページから121ページ、第３目むつ市長選挙費でございま

すが、平成17年10月２日執行のむつ市長選挙に要した経費であります。当初

予算は4,716万5,000円でございますが 1,456万6,000円減額補正し 3,259万、 、

9,000円の予算現額となっております。減額となりました理由は、予算の積

算の段階で、合併により開票所を４カ所として積算しておりましたが、開票

所をむつ市民体育館１カ所にしたことによる人件費の減、また立候補者のう

ち得票数が供託金没収点に達しなかったことによる選挙公営費の支出減、さ
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らに直前の衆議院総選挙による経費で市長選挙費の節減ができたものでござ

。 、 、 、います 支出済額は 3,259万4,638円で 支出の主なものといたしましては

投票管理者の報酬、選挙手当等の人件費で1,479万 8,071円、需用費で418万

6,243円 役務費390万5,044円 ポスター掲示場設置等管理業務委託料で781万、 、

2,000円となっております。

続きまして、120ページ、121ページでございますが、第４目むつ市農業委

員選挙費でございます。平成17年７月10日執行を予定しておりました農業委

員会委員一般選挙の経費ですが、無投票により選挙準備に要した費用の支出

となっております。無投票のため、 1,699万 1,000円の当初予算を 1,491万

、 。9,000円減額補正いたしまして 207万2,000円の予算現額となっております

支出は206万9,263円で、選挙長の報酬、職員の時間外勤務手当、臨時職員の

賃金、需用費等となっております。

続きまして、120ページから123ページ、第５目衆議院議員総選挙費でござ

いますが、平成17年８月８日の衆議院解散に伴う衆議院総選挙を９月11日に

執行した経費でございます。解散による選挙のため、当初予算は計上してお

りませんで、補正予算で対応しております。

また、合併後初の選挙であり、予算積算に対しましては、合併市町村の過

去の実績を勘案し、積算させていただきましたが、結果といたしまして、交

付決定されました委託金を有効に活用するため、各支出科目間での流用が多

くなっております。支出済額は5,069万 6,933円で、執行率は100％でござい

ます。支出の主なものといたしましては、投票管理者、投票立会人の報酬、

選挙手当の人件費が2,267万 3,625円、需用費が804万 95円、ポスター掲示場

設置等管理業務委託料が794万8,500円、備品購入費が407万419円となってお

ります。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） 監査委員事務局長。

（ ） 、〇監査委員事務局長 遠藤雪夫 決算書の124ページから127ページにかけて

第２款の総務費、第６項監査委員費、第１目監査委員費についてご説明いた

します。

支出済額は 5,0 4 3万 3 , 2 3 6円で、これを前年度に比較しますと 1,7 0 8万

4,736円、率にして51.2％の増加ということになります。この要因は、事務

局職員の給与費にかかわるものがほとんどでありまして、合併後の事務量の

大幅な増加に対応するため、平成17年４月から２名増員されたことによるも

のであります。これを構成比で見てみますと、職員給与費で全体の94.1％を

占めておりまして、他は監査委員にかかわる報酬が4.3％、これだけで全体
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の 98.4％を占めております。他は監査委員の費用弁償と事務局にかかわる経

費となっております。

以上、簡単でありますが、監査委員費の説明とさせていただきます。

〇委員長（柴田峯生） 以上で２款の説明を終わります。

質疑に入る前に、委員長からお願いがあります。質疑をなさる委員は、大

変恐れ入りますが、挙手のうえ議席番号をお知らせくださいますようお願い

を申し上げます。

それでは、質疑に入ります。ただいまの説明に対し、質疑ありませんか。

千賀委員。

〇委員（千賀武由） ２款の庁舎管理費102ページと、105ページから106ペー

ジの広報費についてお尋ねしたいと思います。

まず、庁舎管理費でございますが、大畑地区から本庁舎に用事に行って、

どこにどう行ったらよいか迷ってしまう、そういう話をされました。案内係

は本庁におりますものの、一目でわかる案内板をすぐ見えるところに設置で

きないかという要望が私のところへ来ておりますので、そのことについて伺

いたいと思います。

それと、庁舎管理費、もう一点ですが、大畑庁舎の正面に噴水の施設がご

ざいます。もうこの噴水については、何年も作動しておりません。夏場だけ

でも作動するお気持ちはこれからはないのか、また今後全く作動はしないの

だとすれば、取り壊して環境の整備を図っていただきたいと思いますが、そ

の点はどうでしょうかということです。

それから、広報費でございますけれども、むつ市政だよりについて伺いた

いと思います。むつ市政だよりは、資料にもございますように、年間23回発

行しておりまして、市政の情報広報紙、大変ありがたく思っております。し

かし、活字が小さく読みにくいとよく言われます。活字を大きくするとペー

ジはふえます。予算面も大変でしょうが、広報の活字を大きくする考えがな

いかお伺いしたいと思います。

それと、エフエムアジュール業務についてお伺いしたいと思います。この

エフエムアジュールについては、再三お願いしているわけでございますが、

いまだ旧むつ市以外は聴けない状態でございます。昨年の決算審査特別委員

会でも企画部長は、各地区のアンテナはどこにするかエフエムアジュールと

の詰めをする、財源の問題もあるが、多少の時間はかかっても実施するとの

回答がございましたが、現況はどうなのか、平成19年度実施は可能なのか、

この点を伺いたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） 総務部長。
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〇総務部長（齋藤 純） まず、案内板の件でございます。新庁舎移転につき

ましては、恐らく平成20年度以降になりますので、この案内板につきまして

は、平成19年度の予算編成の中で検討してまいりたいと思います。

次に、噴水の件でございます。私もこれ今初めて聞きまして、実際この噴

水が利用できるものかどうか、その辺調査いたしまして、使えるものであれ

ば平成19年度予算の中で反映させてまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） 企画部長。

〇企画部長（渡邉 悟） お答えいたします。

広報紙の字が小さいということでございますが、私が見てもかなり小さい

のは確かでございます。これは、字を大きくしますと、確かにページもかな

りふえますので、若干時間をかしていただいて、検討させますので、よろし

。 、 、くお願いしたいと思います 決算ですので 予算ということにつきましては

まだそこまでは検討しておりませんけれども。

それから、エフエムアジュールの方でございますが、昨年のこの委員会で

も現状、こういう状態でやりたいということの話はしておりました。実際に

は、場所は３カ所になりますけれども、費用も確かにありますが、費用より

もやり方の問題です。方式といたしますと、今イントラネットを使うか、そ

れとも通常の別個の回線を使うか、それとも無線で飛ばすか、いろんな方法

がございまして、エフエム当局でもかなり今まで検討してまいりました。ま

た、これにつきましては、一般質問もございます。それで、今の段階では、

この３方式を検討しているというような段階でございます。新年度予算とい

うことになりますので、その段階まではまだ煮詰めておりません。一番最初

１方式、それから２方式になりまして、つい１週間ぐらい前に三つ目の方式

がまだいいのではないかというようなところで、方式の問題で検討が続いて

いるというふうなことでございます。アンテナを上げる場所というのは大体

決まっておりますので、この方式をどれにするかというようなことで、あと

は財源の問題ということになろうと思います。いずれにしても、合併した状

況をみんな同じような状況にするためには、これはどうしても必要なもので

はないかなということで考えておりますので、ご了承いただきたいと思いま

す。

〇委員長（柴田峯生） 千賀委員。

〇委員（千賀武由） どうもありがとうございました。本庁舎の案内板は、新

庁舎に別にまだ移転するわけではございませんので、平成19年の予算編成で

考えているということでよろしくお願いしたいと思います。
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それから、噴水施設、調査して使えれば反映するということで、ありがと

うございます。夏場でも上げると、涼を求める一つにもなる、大畑地区住民

も喜ぶと思いますので、ぜひ反映させてほしいと思います。

それから、市政だよりにつきましては、検討方ひとつよろしくお願いいた

します。

また、エフエムアジュールにつきましても、予算関係もございますが、い

ろいろと企画部長も苦労すると思いますが、早急に実施するようお願いして

私の質疑を終わります。ありがとうございます。

〇委員長（柴田峯生） ほかにございませんか。横垣委員。

〇委員（横垣成年） １点だけお願いいたします。

市税等徴収費のところなのですが 主要施策の実績報告書を見まして 25ペ、 、

ージ、差し押さえ等の状況のところで、電話の方は、もうゼロというふうに

なっておりまして、これは大体携帯電話とかにかわっているから、もうこれ

から電話の差し押さえはなかなか価値がないというふうな形にもなっている

のかなと。そこら辺の状況をちょっとお伝えしてもらえればなと。

あと、不動産のところが変動が大きくて、平成15年度が10件ぐらいで、ま

、 、た平成16年度が114で また平成17年度が11というふうに減っておりまして

これはどういう関係なのかなというのをちょっと知りたいなと思います。

それと、平成17年度は、下の方に債権の内訳を書いてくれまして、大変あ

りがとうございます。やはりこういうふうに書いてもらうとわかりやすいで

す。今後ともこういう書き方をお願いしたいというふうに思いまして、この

中で例えば債権、平成16年度が193、平成17年度が310というふうにふえてお

りまして、大体どのところがふえたかなという、そこら辺も教えてもらえれ

ばなと思います。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 総務部税務調整監。

〇総務部税務調整監（佐藤忠美） お答えいたします。

電話につきましては、ただいま横垣委員からもありましたとおり、携帯電

話がふえてまいりまして、債権として、通常これまでは電話債権が７万

2,000円でしたけれども、今これではとても売買できない、大体３万円ぐら

いですか、市井の中で取引されているのは。それでもって、市の方で公売し

ても、なかなか買い手がつかないというのが現状でございます。そして、い

ずれその債権がなくなるのではないかというふうなこともありまして、各市

でも電話債権の差し押さえというのは換価できないというところの理由から

少なくなってきております。むつ市においても平成17年度はそういう意味で
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差し押さえ、公売等は実施いたしておりません。

それから、不動産の差し押さえですけれども、平成15年度までは平成17年

度と同じように10件程度でございました。平成16年度から差し押さえ強化と

いうところで、担当の方の意向もありまして、税務課の方針もあって、差し

押さえを強化しようというところで、このような110件という大きな数字と

なりました。

また、平成17年度に至りましては、合併した状況もございまして、また各

旧３町村の方々に対する差し押さえというのも急激にはなかなかできないの

ではないかなというところで、一たん様子見をしたというところでございま

す。件数につきましては、ほとんどが今の状況の差し押さえでは、確定申告

による給与の還付が主なものでありまして、339件から321件と件数としては

変わらないのですけれども、今後やはり未済額がふえておりますので、そう

いう差し押さえ等強化していきたいと思っております。特別に差し押さえを

していかないということではなくて、積極的にやるかやらないかというとこ

ろでございますので、今後それなりの事情のある方々等を見きわめながら、

できるものは積極的にやっていくという方向にしていきたいと思います。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 横垣委員。

〇委員（横垣成年） この債権のところをもう少し詳しく教えてもらいたいの

ですが、平成16年度が193で、平成17年度が310で、平成17年度の分は下の方

に詳しく書いてあるので、大体平成16年度から平成17年度にかけてふえたの

は、国税の還付304件がほとんどふえた部分なのかどうか、そこら辺ちょっ

と教えてもらえればなと思いますし、あと先ほど差し押さえ強化というふう

な表現出たのですが、私はソフトな感じで市民に対応してもらいたいなとい

うふうに思っておりました。よろしくお願いします。

〇委員長（柴田峯生） 総務部税務調整監。

〇総務部税務調整監（佐藤忠美） 大変失礼いたしました。

平成16年度の資料は、ちょっと今持ち合わせておりませんので、後で横垣

委員の方にお知らせいたしたいと思います。

強化の方は、その事情を見きわめながら対処してまいりたいと思います。

よろしくお願いします。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ございませんか。杉浦守彦委員。

〇委員（杉浦守彦） 平成17年度むつ市一般会計歳入歳出決算について、歳出

の110ページから111ページ、２款の総務費、１項の総務管理費、24目の庁舎

建設費についてお尋ねいたします。
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このたび脇野沢庁舎の完成、本当にありがとうございました。そこで、次

の２点について、直接関係がありますので、お尋ねいたします。

一つ目は、分庁舎の管理の車両にかかわる車庫の件でありますが、所有台

数に比べて収納する車庫が少ないという問題です。この現状についてお伺い

いたします。

二つ目は、旧庁舎から離れたところの書庫が取り壊され、また旧庁舎の移

動式書庫が取り壊されますが、古文書ばかりが現存する書類の保存する書庫

の不足がはっきりしています。そこで、車庫及び書庫の増設は避けて通れな

いと思いますので、この２点についてお伺いいたしたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

脇野沢庁舎につきましては、本年９月19日から事務が開始したわけです。

それで、脇野沢庁舎の建設に当たっては、旧脇野沢村の議員方と協議いたし

、 。まして 身の丈に合った建物にしようということで現在の建物になりました

実際入ってみますと、先ほど委員からお話がありました文書等がかなり入ら

なくなっているという現状が出てまいりましたので、この部分につきまして

は、平成19年度の予算の中でどうすればいいのか、ちょっと検討してまいり

たいと思います。

それから、車庫の関係でございます。車庫につきましては、本庁舎あるい

は大畑庁舎、川内庁舎もそうでございますけれども、どこの庁舎も車庫に車

。 、 、を全部は収納できていません 現状を見ますと 脇野沢庁舎につきましても

５台ほどが青空駐車といいますか、そういう形になってございます。既に工

事が終わっていまして、車庫の建設はなかなか厳しいものがあろうと思いま

すので、その辺でご理解を賜りたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） 杉浦守彦委員。

（ ） 、 、〇委員 杉浦守彦 古い書類などは 小学校などが大分あいておりますので

これからはそちらの方に保存するとか、早目に解決しながら、旧脇野沢村の

古い書類などは、しっかりしたものをとっておいてもらいたいと。そこを壊

したから、そこら辺に投げておくのではなく、早目にきちんとした書庫など

をこしらえながら飾っておいてもらいたいと。

それから、車庫の件ですけれども、合併しましたから、車庫も小さくても

いいだろうと、私たちもそう思ったのですけれども、学校の児童・生徒など

を送迎する車などは、いずれは民間委託するだろうと、だからそれらのもの

。 、 、を経費節減のためにつくらなくてもいいと しかし 庁舎で使う車の車庫は

やはりつくってもらいたかったなと、そう思うのです。半分以上も青空駐車
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ですから、将来はこの車ももう車庫が要らなくなるのではないかなと、使わ

なくなるのではないかと、今の現状の車庫でもってもう脇野沢分庁舎は間に

合うのだという観念もなきにしもあらずですので、やはりできるならば現状

の庁舎で使う車は車庫に入れてもらいたいというのが希望ですので、総務部

長、どうですか。

〇委員長（柴田峯生） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） スクールバスにつきましては、今教育委員会とも全

面委託がいいのかも含めて検討してございます。車庫につきましては、協議

の中で、もう建設したばかりであり、全庁的なことを考えますと、この車庫

のために事務局としては経費は使いたくないということでご理解を賜りたい

と思います。

〇委員長（柴田峯生） 杉浦守彦委員。

〇委員（杉浦守彦） 経費はかかりますから、その気持ちはわかるのですけれ

ども、やはり地元としては、今の車庫は５台より入らないし、それ以上のバ

スなどは青空駐車です。小さいのなどでも、もう青空駐車の現状です。でき

るならば、新しい庁舎ですから、車庫がつくのが当たり前であって、やはり

今後青空駐車するのではなく、車庫に入れて、10年のものは15年も車を使用

してもらうのだと、そういうふうな観念の方がやはり私はいいのではないか

なと。地元脇野沢地区は、むつ地区と違って潮風が多いところなので、我々

の車でも、10年のところは５年、５年のところは３年でもう使い物にならな

くなるというのが現状ですので、車庫に入れたのと入れないのでは、やはり

将来的な経費から見ますと、私はもう十分間に合うものが出てくるのではな

いかなと思いますので、今後ともそれらのものをかんがみながら検討しても

らいたいと。

終わります。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ございませんか。大澤委員。

〇委員（大澤敬作） 総務費の原子力関係の問題についてお尋ねをしたいと思

います。

むつ市長も出席して、川内の公民館で原子力関係の説明をしました。東京

電力がキャスクに入れるから安全だの一点張りだと。ところが、その東京電

力の改ざんの問題が、私……

〇委員長（柴田峯生） 大澤委員、決算ですので、その質疑の範囲に沿って質

疑していただきたいと思います。

〇委員（大澤敬作） そういう状態が続いておりましたので、ぜひともその点

を掌握して、しかも柏崎の原子力発電所、あるいは福島の原子力発電所は東
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京電力ですから、その点をどのようにとらえているのか、お答え願いたいと

思います。

〇委員長（柴田峯生） 大澤委員、ちょっと答弁にならないと思うのですけれ

ども、決算の範囲を超えている部分がありますので。決算の範囲内で答えて

ください。企画部長。

〇企画部長（渡邉 悟） お答えいたします。

非常に難しい問題で、明快な答えは難しいのですけれども、今うちの方に

も原子力関係の予算は至るところにもっております。ただ、今中間貯蔵施設

は進めていますが、関係ある施設は六ケ所村のサイクル施設、それから大間

町、東通村、それぞれいろいろありますけれども、これに対してはいろいろ

事件もありますが、うちの方としては、法律に基づいて厳正に対処してまい

るといったようなスタンスで、決算もそれに合わせたようなちゃんと法律の

枠内で執行したような決算になっておりますので、ご了承いただきたいと思

います。

〇委員長（柴田峯生） 大澤委員。

〇委員（大澤敬作） 私は、大間町だとか、そういうようなことを言っている

のではない。中間貯蔵施設のポイントは、やっぱり東京電力という、そうい

う今までの経過がありますので、そういうことに絞って安全にご検討を願い

たいものだなと。その点を要望しながら、その対応方をしてもらいたいとい

うことを言っておきたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ございませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第２款総務費についての質疑を終わります。

暫時休憩します。

午後 １時５６分 休憩

午後 １時５９分 再開

〇委員長（柴田峯生） 休憩前に引き続き会議を開きます。

次は、第３款民生費について、理事者の説明を求めます。保健福祉部長。

〇保健福祉部長（名久井耕一） それでは、第３款民生費のうち保健福祉部で

所管しております目につきましてご説明申し上げます。決算書の128ページ

からとなります。

３款１項１目社会福祉総務費になります。支出済額が６億789万1,974円で

ございます。これは、一般職員の給与費を初め民生委員や社会福祉協議会、
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下北地域広域行政事務組合への負担金などの総務的なものに要した経費であ

ります。その主なものでは、８節の報償費の民生委員児童委員169名分の活

動費であります。また、19節負担金補助及び交付金のはまゆり学園及びしも

きた療育園に係る下北地域広域行政事務組合負担金、社会福祉協議会活動費

補助金などであります。さらに、21節貸付金の高額療養費貸付事業のための

社会福祉協議会への貸付金などであります。

次に、２目障害福祉費でございます。支出済額が９億1,031万8,743円でご

ざいます。128ページから130ページになりますが、これは身体障害者、知的

障害者及び精神障害者に係る障害者手帳交付者3,377名分の各種更生援護費

等に要した経費であります。その主なものとしては、13節の委託料の訪問入

浴サービス事業、支援費システム改修業務、障害者ホームヘルパー等事業な

どに係る委託料であります。ほかには、20節の扶助費の知的障害者施設訓練

等支援費、これは169名分であります。それから、身体障害者施設訓練等支

援費、これは36名分でございます。ほかには、重度心身障害者医療費として

944名分への助成費などであります。

次に 132ページ ４目の民生社会費でございます 支出済額が222万8,760円、 、 。

となっております。これは、青少年の健全育成等に要した経費で、19節負担

金補助及び交付金の大畑町青少年健全育成協議会補助金、むつ地区防犯協会

負担金など関係団体への補助金等が主なものとなっております。

次に、134ページから136ページにかけまして、８目の総合福祉センター管

理費になります。支出済額が2,180万2,277円でございます。これは、大畑地

区にあります通称「ふれあい館」の管理運営に要した経費で、11節需用費の

光熱水費と13節委託料の清掃業務、機械設備保守点検委託などが主なものと

なっております。

それから次に、136ページから138ページ、２項老人福祉費、１目老人福祉

総務費になります。支出済額が８億7,333万6,638円となっております。これ

は、一般職員の給与費、老人福祉にかかわる各種福祉サービス事業、老人ホ

ーム入所等の措置費、介護保険特別会計への繰出金等に要した経費でありま

して、人件費と特別会計繰出金で全体の７割強を占めてございます。その主

なものでは、13節の委託料の敬老業務、在宅介護支援センター事業、生きが

い活動支援通所事業、これはデイサービスになります。これら18項目のサー

ビス事業を委託しております。ほかには、20節扶助費の養護老人ホーム釜臥

荘等に入所しております老人保護措置費などであります。また、28節繰出金

の介護保険特別会計への繰出金などでございます。

次は、138ページから140ページにかけて、２目の老人憩の家管理費になり
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ます。支出済額が1,118万8,151円でございます。これは老人憩の家、むつ地

区にあります福寿荘、禄寿荘及び長寿荘の３施設にかかわる管理運営に要し

た経費で、施設の管理のための臨時職員の賃金がその主なものとなっており

ます。

次に、３目の老人福祉センター管理費でございます。支出済額が 419万

7,227円でございます。これは、大畑地区薬研にあります老人福祉センター

の管理運営に要した経費で、老人憩の家と同様、管理のための臨時職員の賃

金がその主なものとなってございます。

次に、140ページから142ページ、３項の児童福祉費、１目児童福祉総務費

になります。支出済額が２億5,090万7,819円でございます。これは、一般職

員の給与費や放課後児童健全育成事業、通称なかよし会になりますが、これ

らを初めとした児童福祉にかかわる総務的なものに要した経費でございま

す。その主なものでは、１節の報酬の各種相談業務に対応している婦人保護

相談員２名の報酬であります。ほかには、７節賃金のなかよし会の事業、９

小学校における指導員27名分の賃金でございます。また、20節扶助費のひと

り親家庭等医療費給付事業、延べ１万2,596件の医療費の助成などでござい

ます。

次に、142ページから144ページ、２目の児童手当措置費になります。支出

済額が２億7,436万2,739円でございます。これは、児童手当の支給、月額第

１子、第２子が5,000円、第３子以降が１万円で、小学校３年生までの支給

要件で延べ４万5,011人に対する支給と、これにかかわる事務費に要した経

費でございまして、20節の扶助費、児童手当で全体の93％を占めてございま

す。なお、ことしの４月からは支給要件が拡充されまして、小学校６年生、

12歳まで拡大されてございます。

次に、３目の児童扶養手当措置費でございます。支出済額が３億4,099万

2,549円でございます これは 母子家庭等の自立のための手当てとして805世。 、

帯への支給と、これにかかわる事務費等に要した経費であります。

次に、４目の少年センター費でございます。支出済額が175万5,603円でご

ざいます。これは、むつ市少年センター規則に基づくセンターの事業運営に

要した経費で、少年指導員60名の活動に伴う報酬と少年センター運営委員

15名の報酬が、その主なものでございます。

次に、144ページから146ページ、５目保育所総務費になります。支出済額

が996万 94円でございます。これは、公立保育所及び市立保育園の入退所決

定等の事務費に要した経費で、合併に伴う保育システム統合業務委託料が主

なものとなっております。
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次に、146ページから150ページの上段まで、６目の保育所費になります。

支出済額が14億905万1,046円でございます。これは、公立保育所６カ所の職

員61名分の給与費及び運営費並びに法人立保育園10カ所の運営費等に要した

経費であります。その主なものでは、７節賃金の保育所臨時職員30名分であ

ります。ほかには、15節工事請負費の昨年４月に民間移譲しました旧小川町

保育所の改修工事費であります。また、ほかには20節扶助費の法人立保育園

10カ所への運営費と広域入所にかかわる８保育園に対する運営費などであり

ます。

次に 決算書の150ページ ７目児童館費でございます 支出済額が1,474万、 、 。

5,914円でございます。これは、大畑地区にあります児童厚生施設の中島児

童館、湯坂下児童館及び正津川児童館３館の管理運営に要した経費で、臨時

職員９名分の賃金と15節工事請負費の正津川、中島児童館の改修工事がその

主なものでございます。

次に、150ページ、４項生活保護費、１目生活保護総務費になります。支

出済額が１億2,344万9,087円でございます。これは、生活保護費に係る扶助

費以外の一般職員の給与費、全体の９割を占めておりますけれども、ほか１

節の報酬のレセプト点検専門員及び生活保護面接相談員の報酬等の事務的経

費に要したものでございます。

次に 152ページから154ページ ２目の扶助費になります 支出済額が16億、 、 。

9,713万4,714円でございます。これは、生活費や医療費等に困窮する被保護

者に対して、その困窮の程度に応じて８種類の扶助費と平成16年度の国庫負

担金の精算に伴う生活保護費負担金の返還に要した経費でございます。扶助

費のうち生活扶助費と医療扶助費で扶助費全体の約86％を占めてございま

す。なお、平成17年度での保護の動向を申し上げますと、被保護世帯960世

帯、保護率20.63パーミルとなってございます。このパーミルは、千分率と

いう単位でございます。また、今現在平成18年の10月現在になりますが、保

護率等につきましては、それぞれ1,010世帯、そして22.41パーミルとなって

おりまして、大変増加傾向にあるということが言えるかと思います。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） 民生部長。

〇民生部長（髙橋 勉） それでは、決算書130ページになります。第３款民

、 、 。生費 第１項社会福祉費 第３目国民年金費についてご説明を申し上げます

これは、国民年金事務のうち市が行う事務といたしまして、法定受託事務

と広報や各種相談の受け付けなどの協力連携事務に要した経費であります。

支出済額は 47万 8 , 0 9 0円 でありまして、前年度と比較いたしますと 16万
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4,618円の増となっておりますが、この主なものは、市町村合併によりまし

て、各分庁舎の電話料、需用費等が加わったことによるものであります。

続きまして、132ページ、第５目交通安全対策費についてご説明を申し上

げます。これは、交通整理員報酬、交通災害共済事務、交通安全施設の維持

管理等の交通安全対策事務に要した経費であります。支出済額は833万309円

であります。前年度と比較いたしますと131万3,920円の増となりました。こ

の主な要因は、市町村合併によりまして、大畑地区の交通整理員の賃金が加

わったことによるものであります。

次に、134ページになります。第６目交通広場管理費についてご説明申し

上げます。これは、むつ運動公園内にあります交通広場の維持管理に要した

経費であります。支出済額は172万4,392円であります。前年度と比較いたし

ますと22万 8,494円の減となりました。これは、需用費の節減によるもので

あります。

続きまして、134ページ、第７目公害対策費についてご説明を申し上げま

す。これは、公害対策審議会の運営及び河川等の水質検査等に要した経費で

あります。支出済額は136万5,311円であります。前年度と比較いたしますと

32万 1,387円増となりました。この主な要因は、市町村合併によりまして、

大畑地区の河川水質及び酸性雨調査、さらには悪臭公害測定調査の委託料が

加わったことによるものであります。

以上が概要であります。

〇委員長（柴田峯生） ただいまの説明に対し、質疑ございませんか。

横垣委員。

〇委員（横垣成年） ３点ほどお願いします。

まず、民生費第１項第２目の障害福祉費のところでありますが、主要施策

の実績報告書ですと35ページで、これは受給対象者が944人と、平成16年は

1,400人ぐらいということで、平成16年度が人数が多くて平成17年度が944人

と。にもかかわらず、いろんな件数だとか医療費総額とかが大して減ってい

ないというところで、ちょっとそこら辺どういう形になっているのでしょう

かということをお聞きしたいということです。平成16年度の受給対象者が

1,406人で平成17年度が944人と、かなり減っているのですが、平成17年度の

障害福祉費が、人数が減っているにもかかわらず、逆にふえているのです、

9,800万円ですか。平成16年度が8,900万円ということで、そこら辺の絡みを

ちょっと教えてもらえればなというふうに思います。

それと、３項児童福祉費の第１目児童福祉総務費の方ですが、平成16年度

は、特に親の暴力とかその他の親族の暴力というのがなかったのですが、平
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成 17年度はこういうのがありまして、その他の親族の暴力が３件、主要施策

。 。の実績報告書の43ページです これに対してどういう対応をしたものかなと

わかる範囲でよろしいので。今結構親が子供を虐待して殺してしまうという

ふうな事件も起きていて、その地域でそれなりの隔離する場所というのをつ

くっている自治体もあるそうですので、そういう形のものも検討が必要かな

というふうに思いました。どういう対応をしたのか、わかる範囲でよろしい

ので。

次が生活保護費のところですが、これは先ほど960世帯というふうに報告

がありましたのですが、今何世帯いるのかというのも、ぜひこれに書くこと

ができないものかどうかと。これは、何か延べ人数で書いているのです。世

帯で年間延べ３万2,025と。私ちょっとこれ知らなくて、ある人に３万世帯

いるよとかと答えたことがありまして、後で考えておかしいな、多過ぎるな

と思って、そこら辺、今何世帯いるのかというのも、あと人数として何人と

いうのもここに資料としてつけ加えることができないものかどうか、以上、

３点お願いします。

〇委員長（柴田峯生） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（名久井耕一） お答えいたします。

生活保護の関係の主要施策の実績報告書ですけれども、平成17年度時点で

の、私ご説明申し上げました960世帯というようなわかりやすい表示につい

ては、次年度以降検討させていただきますので。

あと、障害者の件と児童虐待の件は、担当課長の方からお答え申し上げま

すので、よろしくお願いいたします。

〇委員長（柴田峯生） 介護福祉課長。

〇保健福祉部副理事・介護福祉課長（佐々木 順） それでは、重度医療につ

いてですけれども。

まず、重度医療というのは、実際の重度医療の要件に当たる人というのが

あります。これについては、身体障害者の場合は1,193人、それから知的障

害者の場合は286人、精神の場合は、これは１級なわけですけれども、58人

ということなのですけれども、ただ実際に生活保護とか施設とか、それから

所得関係で これより実際の重度医療の対象者は減ります それで 平成17年、 。 、

度の場合は、身体障害者については795人、それから知的障害者に対しては

111人、それから精神は38人で944人となっております。それで、前年度より

ちょっと少ない、そういうものなのですけれども、例えば平成17年度の10月

に制度改正を行っております。それで、前は例えば身体障害者１級、２級と

か、それから精神の場合というのは、所得、住民税に関係なく、これは全員
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重度医療の対象だったのですけれども、10月以降というのは所得がある人に

対しては、これは１割負担ということになりましたので、そういうので前年

度よりも全体的に少なくなっているということです。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 児童家庭課長。

〇保健福祉部児童家庭課長（澤畑正敏） 横垣委員にお答えいたします。

親の虐待等ということで、対策をどのようにしているかというお尋ねだと

思いますけれども、親の虐待、うちの方の課で担当するものは、夫婦のドメ

スティック・バイオレンスとか、親が子供に対する虐待とか、そういうもの

が主な事件ととらえている部分でございます。それは、県の児童相談所、そ

れから県の女性相談所を主としまして情報交換しまして、それで市民の方々

からの匿名、ほとんどは匿名なのですけれども、そういうふうな情報等を得

まして、あと民生委員の方、民生児童委員の方々が各家庭を回って、何か児

童の様子とか、夫婦の様子がおかしいとかという、そういうふうな部分を察

知しまして、県と市の方でタイアップしてやっております。

それで、件数につきましては、前年度の件数、今年度の件数というのは、

多いか少ないかということよりは、やはりそれで早く察知して件数として出

さない部分もありますし、その方が対策としては事前に防ぐということで、

なってからでは遅いということの体制づくりをしているところでございま

す。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） 横垣委員。

〇委員（横垣成年） 障害福祉費のところでありますが、人数が平成16年度が

1,406人から平成17年度が944人と、減った理由はわかりましたけれども、た

だお金が減ったにもかかわらず福祉費がふえているというところを、わかる

範囲でちょっと教えてもらえればなというふうに思います。

〇委員長（柴田峯生） 介護福祉課長。

〇保健福祉部副理事・介護福祉課長（佐々木 順） 平成16年度において全体

でふえているというのは、これは合併によるものです。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 横垣委員。

〇委員（横垣成年） いや、合併が理由だと当然人数もふえると思うのですけ

れども、人数が減っているのに金額がふえているという、ちょっとそこを。

わかる範囲でいいので。

〇委員長（柴田峯生） 介護福祉課長。
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〇保健福祉部副理事・介護福祉課長（佐々木 順） 人数につきましても、先

ほど言ったように、いわゆる対象者が所得との関係で、やはり少なくなって

おります。

それから、65歳以上の方は老保の方に移行ということで、それでこの重度

医療のこれに関しては平成16年度よりは少なくなっております。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） ほかにありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第３款民生費についての質疑を終わります。

２時40分まで暫時休憩いたします。

午後 ２時２８分 休憩

午後 ２時４１分 再開

〇委員長（柴田峯生） 休憩前に引き続き会議を開きます。

次は、第４款衛生費について、理事者の説明を求めます。保健福祉部長。

〇保健福祉部長（名久井耕一） それでは、第４款衛生費のうち保健福祉部で

所管しております目につきましてご説明申し上げます。決算書の156ページ

からとなります。

１項１目の保健衛生総務費でございます。これは、一般職員の給与費を初

め乳幼児等の各種検診及び医療費助成、国保会計への繰出金や医療センター

の負担金、そして保健衛生一般の事務に要した経費でございます。その主な

ものでは、13節委託料の乳児一般健康診査及び妊婦健康診査委託料、合併に

伴う保健情報システムの改修等に要した保健情報システム整備統合事業業務

委託料などであります。また、19節負担金補助及び交付金の下北医療センタ

ー負担金、20節の扶助費の乳幼児医療給付事業で1,558名への対象者への医

療費の助成などでございます。

、 、 。 、次に 158ページから160ページ ２目の老人保健費でございます これは

老人保健法に基づく健康教室や基本健診、がん検診等の各種検診などに要し

た経費で、検診等の13節委託料が主なものとなってございます。この委託料

で全体の９割を占めてございます。

次に、162ページの４目の予防費になります。これは、乳幼児や学童及び

高齢者等に係る各種予防接種などに要した経費で、インフルエンザ予防接種

や三種混合予防接種などの13節委託料がその主なものでございまして、この

委託料で全体の約85％強を占めてございます。
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以上が保健福祉部で所管します目でございます。

〇委員長（柴田峯生） 民生部長。

〇民生部長（髙橋 勉） 決算書の160ページになります。第４款衛生費、第

１項保健衛生費、第３目老人医療給付費についてご説明を申し上げます。

これは、老人医療受給者の疾病、傷病等に係る医療費以外の経費でレセプ

ト点検専門員報酬、老人医療事務に係る一般消耗品等に要した経費と、老人

保健特別会計への繰出金であります。支出済額は３億3,682万6,773円で、前

年度と比較いたしますと、１億1,063万4,116円の増となりました。この主な

要因は、市町村合併により受給者がふえたこと、医療給付費等が増加したこ

とによりまして、老人保健特別会計への繰出金が前年度比較で１億 702万

7,146円増となったことによるものであります。

、 、 。続きまして 162ページ 第５目環境衛生費についてご説明申し上げます

これは、スズメバチ等の害虫駆除、それから路上の犬猫の死骸処理にかかわ

りますじん芥処理、それから犬の登録、狂犬病予防注射等の業務に要した経

費であります。支出済額は4,857万 8,668円で、前年度に比較いたしまして

4,552万4,544円の増となりました。この増となった要因は、これも市町村合

併によりまして、３地区の狂犬病予防注射業務が加わったことと、大きな要

因といたしましては、脇野沢地区の簡易水道事業特別会計繰出金がこの目に

計上されたことによるものであります。

、 、 。続きまして 164ページ 第６目斎場管理費についてご説明申し上げます

これは、むつ市斎場、川内斎場、大畑斎場及び脇野沢斎場４斎場の火葬業務

、 。に係る人件費 燃料などの経費及び施設の維持管理に要した経費であります

支出済額は3,621万749円で、前年度と比較いたしますと2,132万520円の増と

なりました。この増となった要因は、先ほど来述べておりますとおり、市町

村合併によるもので、３地区の斎場管理費が加わったことと、平成17年度は

４地区の火葬炉修繕工事で1,034万2,500円がかかったということによってふ

えたものであります。

続きまして、166ページ、同じく第７目墓地公園管理費についてご説明申

し上げます。これは、むつ市の墓地公園施設の維持管理に要した経費であり

まして、支出済額は472万1,081円でありまして、前年度と比較いたしますと

393万２円の減となりました。これは、平成16年度は墓地公園の区画工事が

ございましたけれども、平成17年度は、この区画工事がなかったことによる

減であります。墓地公園内の墓地区画数は、計画総区画数が3,000区画にな

っておりまして、平成17年末では区画数が1,533区画、計画区画数の51.1％

となっております。なお、平成17年度末の使用区画数は1,436区画で、残区
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画数は97区画となっております。

続きまして、166ページ、第４款衛生費の第２項清掃費、第１目清掃総務

費についてご説明を申し上げます。これは、一般職員11人分の人件費、むつ

地区４カ所及び大畑地区３カ所の公衆便所の維持管理などに要した経費であ

ります。支出済額は 4,2 7 8万 9,5 5 2円で、前年度と比較いたしますと１億

4,180万9,911円の大幅な減となりました。この減となったことは、ここの目

にむつ衛生センターし尿処理にかかわります下北地域広域行政事務組合の負

担金が、次の第２目のじん芥処理費へ移されたことによるものであります。

続きまして、同じ第２項清掃費、第２目じん芥処理費についてご説明を申

し上げます。これは、家庭等から排出されます一般廃棄物の収集運搬業務、

最終処分場の維持管理、ごみ減量化などの業務に要した経費と下北地域広域

行政事務組合負担金のうちし尿処理、じん芥処理に係る負担金であります。

支出済額は14億 1,049万 4,509円で、前年度と比較いたしますと８億3,679万

。 、 、8,825円の増となりました この主な要因は 前目で申し上げましたとおり

下北地域広域行政事務組合負担金のうちむつ衛生センターし尿処理にかかわ

ります負担金が第１目からこの第２目の方に移されたということによる増で

あります。

また、市町村合併によりまして、３地区の廃棄物収集運搬業務、それから

最終処分場管理委託業務、それから下北地域広域行政事務組合の負担金がふ

えたことで大幅な伸びとなっております。なお、し尿処理にかかわります下

北地域広域行政事務組合の負担金は３億2,216万2,626円、それからごみ処理

にかかわります負担金は７億5,083万円となっております。

以上が民生部が所管いたしております決算の説明です。

終わります。

〇委員長（柴田峯生） 建設部長。

〇建設部長（成田 豊） 第４款衛生費のうち建設部の所管する項目１点につ

きましてご説明いたします。決算書で申し上げますと、166ページでござい

ます。

８目の環境整備費でございますけれども、この主なものは、生活排水が原

因となります公共用水域の水質汚染防止を目的といたしまして、合併浄化槽

の設置者に対しての補助金でございます。平成17年度は、脇野沢を除く３地

区で217基設置されましたので、2,653万6,500円を交付しております。

以上でございます。

（ ） 、 。 。〇委員長 柴田峯生 ただいまの説明に対し 質疑ありませんか 目時委員

〇委員（目時睦男） 衛生費の162ページの予防費の内容についてお聞きをし
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たいわけであります。この中で委託料が予算で4,001万2,236円、それに対し

て支出済額も同額が計上されているわけでありますが、先ほどの説明のよう

に、９種目に対する委託料であります。理解するには、委託をした後、受診

者の増減が当然あると思いますし、予算計上した時点と実績との中の差があ

ると思うのでありますが、決算額が予算額と同額ということについての内容

についてご説明をお願いしたい。

もう一点は、170ページの同じ衛生費のじん芥処理費の中の委託料の中で

指定ごみ袋等配達業務委託料147万7,350円、この内容についての詳細な説明

をお願いいたします。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 健康推進課長。

〇保健福祉部副理事・健康推進課長（吉田市夫） 委員のご質問に対してお答

えいたします。

委託料が4,000万円と支出済額の4,000万円がぴちっと合うのは、あくまで

申し込みから始まるので、ちょっと合わないのではないかということでござ

いますけれども、おっしゃるとおりでございまして、そのために流用いたし

まして、144万8,236円を流用して、不用額ゼロということになっているので

ございます。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） 廃棄物対策課長。

〇民生部廃棄物対策課長（松尾秀一） それでは、目時委員のお尋ねにお答え

いたします。

委託料のうち指定ごみ袋の配達業務委託料の内訳でございますけれども、

中身といたしましては、むつ地区と大畑地区でごみ袋の配達を委託しており

ます。委託先は、シルバー人材センターでございます。むつ地区につきまし

、 。ては98万7,000円 大畑地区につきましては49万350円の決算額でございます

中身といたしましては、むつ地区の場合は週２回、火曜日と金曜日、各ごみ

袋の取扱所からのご注文に応じまして配達しております。また、大畑地区に

おきましても、同じく週２回、火曜日と金曜日、取扱所からの注文に応じて

配達いたしております。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） 目時委員。

（ ） 、 、〇委員 目時睦男 ごみ袋の関係については 理解をしたわけでありますが

委託料の部分について、要望も含めておきたいと思います。今の説明で百四

十万何がしの金額について、流用予算を計上したというようなことでありま
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すが、本来この部分については、流用を禁止するという原点に立った場合、

当然予算との差異の部分については補正を組むべきと、こういう基本で今後

対処していただきたいという要望を含めて終わりたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ありませんか。斉藤委員。

〇委員（斉藤孝昭） １点だけお尋ねします。

171ページの資源ごみ回収奨励金についてです。合併してから旧むつ市、

旧町村の資源ごみ回収の方法がいまだに統一されていないはずですけれど

も、奨励金を出しているという観点から、今後どういうふうな統一の方法で

進めていくのかお伺いしたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） 廃棄物対策課長。

〇民生部廃棄物対策課長（松尾秀一） お答えいたします。

資源ごみの回収奨励金につきましては、たまたま東京都の荒川区で今、町

内会を単位とした集団回収による資源ごみの回収を行っておりまして、一定

の成果を上げております。むつ市の場合は、実は平成７年度から実施した事

業でありまして、当時はかなり先駆的な事業だったというふうに聞き及んで

おります。事業開始から既に10年以上も経過しておりますので、むつ地区の

住民、ひいては町内会にとっては非常に定着した事業でございます。したが

いまして、仮にこれをほかの地区にも拡大というふうなことになりますと、

当然相応の準備期間と財源確保も必要になるわけでございます。これも当然

合併調整項目の大きな懸案事項の一つでございますので、何よりも住民にと

って不利益のないよう、再編のあり方を第一義にして、種々検討してまいり

たいと思っております。今後については現在調整中というふうなことであり

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） 斉藤委員。

〇委員（斉藤孝昭） わかりました。１点だけ確認しますが、当然資源ごみと

して奨励金を出して回収しているということで、間違いなくリサイクルに回

すというふうなことで間違いないかどうか、教えてください。

〇委員長（柴田峯生） 廃棄物対策課長。

〇民生部廃棄物対策課長（松尾秀一） お答えいたします。

現在のごみの処理のフロー、流れを申しますと、収集運搬は構成市町村、

処分は下北地域広域行政事務組合所管のアックス・グリーンという流れにな

っております。したがいまして、ごみの処分した後の資源化については、む

しろ下北地域広域行政事務組合の方が所管でございますけれども、私の方で

わかる範囲で概括的にお答えしますと、おおよそ資源化は行っております。
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特に中身としましては、資源ごみの場合は、当然各種リサイクル法の縛りが

ございます。容器包装リサイクル法、あるいは資源化適正化法とさまざまな

法律がございますので、それに基づきまして、アックス・グリーンの方では

リサイクル協会等に処分を委託しまして、その旨再資源化はしています。詳

細については、今申しましたように、下北地域広域行政事務組合の所管でご

ざいますので、そちらでということの方が詳しいかと思いますけれども、私

どもでわかる範囲では以上でございますので、ご理解賜りたいと存じます。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 斉藤委員。

〇委員（斉藤孝昭） 下北地域広域行政事務組合の所管事項だということで、

突っ込んだ話はしませんが、市としては、間違いなくリサイクルされている

ということで確認していると理解しましたけれども、仮に古新聞、古雑誌が

隣のし尿処理センターで再燃料化するためにし尿と一緒にまぜて処理されて

いるというふうな現状があると確認しているのかしていないのか、知ってい

る範囲で教えてください。

〇委員長（柴田峯生） 廃棄物対策課長。

〇民生部廃棄物対策課長（松尾秀一） お答えいたします。

古紙につきましては、実際下北地域広域行政事務組合の今建設中というよ

りも、むしろ稼働中の汚泥再生処理センターの方でいわゆる助燃効果を上げ

るために古紙を活用したいという、し尿処理して化学処理した場合、いわゆ

る古紙あるいは新聞紙等を混入した場合、それを吸い込むわけです。それに

よって、いわゆる効率が上がるというふうなことを聞いていましたので、古

紙を汚泥再生処理センター、今の衛生センターの方でアックス・グリーンの

方から購入というか、取引しまして使っているというのは端的には聞いてお

ります。詳細については、ちょっとこちらではわかりかねますので、ご理解

賜りたいと存じます。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第４款衛生費についての質疑を終わります。

次は、第５款労働費について、理事者の説明を求めます。経済部長。

〇経済部長 佐藤純一 第５款労働費 第１項労働諸費でございます 174ペ（ ） 、 。

ージをお開き願います。第１目勤労青少年ホーム運営費でございます。支出

済額は417万182円となってございます。勤労青少年ホームは、市内に働く青
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少年の余暇活動の場として利用されているものでありますが、施設利用の受

付及び清掃などの業務に要する委託料290万 7,273円が主なものでございま

す。

次に、第２目労働諸費は、出稼ぎ対策、高齢者及び若年者雇用対策等に要

する経費でありまして、主なものは出稼ぎ事業としての出稼労働者健康診断

委託料120万1,549円、高齢者職業能力開発事業としてむつ市シルバー人材セ

ンター運営費補助金1,200万円、さらに勤労者生活資金貸付に要する原資と

して東北労働金庫に貸付金1,000万円を支出しております。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） ただいまの説明に対し、質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第５款労働費についての質疑を終わります。

次は、第６款農林水産業費について、理事者の説明を求めます。

農業委員会事務局長。

〇農業委員会事務局長（村川修司） 決算書176ページ、農業委員会費につい

て説明いたします。

支出済額は1,710万1,293円でございます。その主なものは、農業委員及び

農業委員会運営にかかわる経費で、委員報酬、費用弁償等が主なものであり

ます。

１節の報酬につきましては、平成17年３月14日合併により、４月から改選

日の７月14日までは旧市町村の委員数、そして旧市町村の報酬での支出であ

りました。そして、改選後の７月15日から３月分までは新市委員30名分とし

て支出されました。

以上、簡単でございますが、説明を終わります。

〇委員長（柴田峯生） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 第６款農林水産業費のうち経済部が所管しておりま

す14目について説明させていただきます。176ページをお開き願います。

、 、第６款農林水産業費 第１項農業費のうち第２目農業総務費でありますが

農業振興に従事する職員の人件費のほか、農業関係団体の負担金並びに会費

等の支出が主なものであります。

第３目農業振興費は、農業の振興に要する経費でありまして、19節の負担

金補助及び交付金が83％を占めておりまして、その主なものとして、経営不

振農協の救済合併処理対策として農協経営基盤強化総合対策事業費1,065万

1,512円、脇野沢農業振興公社運営費補助金928万 5,000円、中山間地域等直
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接支払交付金541万337円が支出済みとなってございます。

第４目農地費についてでございますが、農道用排水路等土地改良に要する

経費でありまして、川内地区小倉平で実施しました県営ふるさと農道緊急整

備事業費5,000万円のうち、市の負担金1,250万円が主なものでございます。

182ページになります、第６款農林水産業費のうち第２項畜産業費、第１

目畜産総務費は、畜産振興に従事する職員の人件費及び市有牛貸付事業運営

審議会委員報酬であります。

182ページと184ページにわたっております畜産振興費は、畜産の振興に要

する経費でありまして、主なものは負担金補助及び交付金のうち、バイオマ

ス利活用フロンティア整備事業費補助金8,210万円は、農事組合法人斗南養

鶏が事業主体となり、平成17年度において建設した家畜排せつ物処理施設に

係る補助金であります。また、いのししの館など管理運営業務委託料として

社団法人むつ市脇野沢農業振興公社に330万円を支出しております。そのほ

か94万 3,900円は、市有牛貸付事業繁殖雌子牛導入に係る黒毛和種の２頭の

備品購入代金であります。

第３目牧野管理費は、市営牧野及び畜舎の維持管理に要する経費でありま

して、主なものは牧野監視人及び作業オペレーター等の1,547万 65円、ダニ

駆除剤、農機具の部品代、修繕料、燃料代などの1,539万4,087円、牧場用土

地借上料などの賃借料426万1,500円でございます。

第３項の林業費でございます。186ページでございますが、第１目林業総

務費でございます。有害鳥獣駆除に要する経費を社団法人下北郡猟友会に

、 。25万円 青森県猟友会川内支部に16万6,000円を委託料で支出しております

大畑地区で実施しております林業振興対策協議会による植樹に対する補助金

56万円を支出しております。

第２目の林業振興費でございます。同じく186ページになりますが、木材

工芸センターに係る管理委託料200万700円、平成14年度から平成18年度まで

川内地区で実施する私有林でございますが、その健全化施業推進のための森

林整備地域活動支援交付金500万円を支払ってございます。

第３目造林費でありますが、これは川内地区公有林の森林施業に係る現地

調査等に従事する森林保全推進員 資料の訂正をお願いしたいのですが 森、 、「

林保安案推進員」と書いてございます 「森林保全推進員」が正確でござい。

ますので、そちらの方に訂正をお願い申し上げます。森林保全推進員の賃金

195万7,200円、委託料では川内地区の戸沢、川内川代地区で実施しました健

全な森林造成のための枝打ち、除間伐するための委託料1,041万7,050円を委

託先の下北地方森林組合に支出してございます。
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第４目の林道費でございますが、市で管理しております林道の補修に係る

経費でございます。

次、同じく188ページでございますが、第４項水産業費、第１目水産総務

費についてであります。水産担当職員の人件費と大畑町水産加工業協同組合

の整理に伴い 旧大畑町が損失補償した水産加工業協同組合損失補償費500万、

円が主なものであります。

、 、第２目水産振興費でございますが 水産振興費に要する経費でありまして

主なものは委託料の陸奥湾地区漁場環境保全創造事業業務委託料 1,486万

8,000円は、平成16年度から３カ年で実施するもので、むつ、川内、脇野沢

地区におけるホタテ漁場の海底耕転、海の底を耕して転がしていくという海

底耕転を行う事業で、国・県から４分の３の補助を受けまして、125ヘクタ

ールの耕転を実施したものであります。負担金補助及び交付金は、関根浜沿

岸漁業振興対策事業ほか各種事業や補助ほか水産関係団体に対する負担金、

補助金、会費であります。

第３目の漁港管理費は、漁港の管理に要する経費でありまして、主なもの

は関根漁港整備計画策定業務委託料として平成19年度からの関根漁港の整備

を実施するための基本計画を策定のため、231万円を支出してございます。

また、旧大畑町のフェリー埠頭用地購入に係る契約に基づきまして、全国漁

港・漁村振興漁業協同組合連合会へ平成３年度から平成22年度まで支払うこ

とになっております大畑漁港多目的利用施設整備用地購入費として7,666万

6,617円を支出してございます。

第４目の漁港施設整備費でございます。194ページになります。地域水産

物供給基盤整備事業費負担金は、青森県が事業主体となり、脇野沢漁港瀬野

地区を事業費１億7,643万円で防波堤や護岸等及び桧川漁港を事業費3,900万

円で実施いたしました物揚場や護岸等の整備に要した費用の市の負担分

2,154万3,000円でありまして、漁港環境整備事業費負担金は、大畑漁港の親

水施設としての海水浴場等の整備に要した事業費１億円のうち市の負担分

1,000万円であります。また、広域漁港整備事業費負担金は、同じく大畑漁

港の護岸や岸壁の整備に要しました事業費１億 4, 9 0 0万 円の市の負担分

1,366万9,000円でございます。

以上が経済部で所管いたします農林水産業14目について説明させていただ

きました。

〇委員長（柴田峯生） 建設部長。

〇建設部長（成田 豊） 第６款農林水産業費のうち建設部で所管する項目に

ついてご説明いたします。決算書でいきますと180ページから182ページの５
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目地籍調査事業費でございます。これは、国土調査法に基づきまして、地籍

。 、 、調査に要した費用でございます 平成17年度は 川守町並びに宇田町の一部

。 、面積にいたしまして0.26平方キロメートルを実施しております 主なものは

調査の委託料でございまして、693万円を支出しております。

なお、12節の役務費でございますけれども、他の節から1,450円流用して

おいたうえで不用額が８万円というふうな結果になりました。これは、８万

円を大畑庁舎の予算として分離して処理しておりましたけれども、結果的に

一切使わず８万円すべてが残ったためにこのような形になりましたので、ご

了承いただきたいと思います。

さらに、この事業に対しまして、国が４分の２、県が４分の１、合わせて

654万3,000円の補助金を充当しております。

以上でございます。

（ ） 、 。 。〇委員長 柴田峯生 ただいまの説明に対し 質疑ありませんか 千賀委員

〇委員（千賀武由） １点だけ確認の意味でお聞きしたいと思います。

186ページの林業振興費の大畑木材工芸センターの機械関係について伺い

たいと思います。私昨年の決算審査特別委員会でもお尋ねいたしているとこ

ろでございますが、その後この大畑木材工芸センターの機器につきまして、

一斉点検をして、現在は苦情なく事業を遂行しているのか、その点お聞きし

たいと思います。よろしくお願いします。

〇委員長（柴田峯生） 農林畜産課長。

〇経済部農林畜産課長（櫛引恒久） 千賀委員のお尋ねにお答えいたします。

大畑木材工芸センターの機器につきましては、昨年度一斉点検を行いまし

て、塗装ブースほか６点ほど、補修の大小はございますが、必要箇所が見つ

かってございます。これは、計画的に整備点検を進めていくようただいま検

討中でございます。

〇委員（千賀武由） どうもありがとうございます。確認の意味でございます

ので。今後とも指定管理者と連絡を密にしまして、整備方促進、そして産業

の活性並びに収入の確保を図れるようお願いします。

終わります。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ございませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第６款農林水産業費についての質疑を終わります。

次は、第７款商工費について、理事者の説明を求めます。経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 第７款商工費、第１項商工費、第１目商工総務費で
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あります。196ページをお開きいただきます。商工総務費は、商工観光担当

職員人件費が主なものであります。

第２目商工振興費でありますが、商工業の振興を図るための経費でありま

して、主なものは負担金補助及び交付金の4,851万9,267円で、むつ商工会議

所の実施する事業費の補助金 621万円、同じく川内町商工会補助金 227万

7,0 00円、大畑町商工会補助金 211万 2,0 00円、脇野沢商工会補助金 163万

2,000円、また市内中小企業の経営安定のための中小企業近代化資金特別保

証制度保証料負担金1,045万4,219円及び簡易小口特別保証制度保証料負担金

1,641万4,048円のほか、関連団体への負担金、補助金、会費であります。貸

付金２億9,500万円は、市内中小企業の融資の円滑化を図るため、青森県信

用保証協会、商工組合中央金庫に保証制度融資の原資預託であります。

第３目の観光費でありますが、観光の振興に要する経費でありまして、主

なものは委託料6,331万1,429円で、むつ下北観光物産館、イベント広場の管

理運営業務委託料3,197万円のほか、観光施設の管理に要する経費でありま

す 負担金補助及び交付金2,065万3,945円は 市内４観光協会の補助金764万。 、

円、下北観光協議会への負担金844万円、ほか観光関連団体への負担金、会

費であります。

第４目消費者行政推進費は、消費者意識の啓蒙啓発及び消費者保護を目的

として設置されましたむつ市消費者の会への補助金及びみんなの消費生活展

実行委員会への負担金が主なものでございます。

202ページと204ページにわたりますが、第５目産業振興拠点施設管理費で

あります。これは、工事が完了しましたむつ来さまい館の指定管理者に管理

を委託するまでの10月から３月までの電気料、水道料などの需用費が主なも

のであります。

第６目産業拠点振興施設整備費でありますが、主なものは工事請負費８億

1,423万6,250円であります。ほかにむつ来さまい館の開館に向けました準備

費用を支出してございます。

以上でございます。

（ ） 、 。 。〇委員長 柴田峯生 ただいまの説明に対し 質疑ありませんか 横垣委員

〇委員（横垣成年） １点だけお願いします。

、 、商工費の第２目商工振興費ですが 主要施策の実績報告書だと85ページで

たばこ販売協同組合に32万円補助金を出しておりまして、その右側の方にた

ばこの消費拡大と未成年者喫煙防止並びに環境美化運動を行っているという

ことでありますが、市の方の考え方をちょっとお聞きしたいのです。今自治

体では、やっぱり自動販売機を置いておくと未成年者がそれで安易に買いや
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すいということで、そういう設置をしないだとか、たばこ自体が健康に悪い

ということで、なるべくたばこを吸わないキャンペーンだとかをしている地

域とか自治体がありまして、むつ市としてはたばこの消費拡大というふうに

書いておりまして、たばこの害というのはどういう認識を持っているものか

どうか、そこをちょっと確認させていただきたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 経済部で所管いたしますたばこの販売については、

あくまでも産業の振興の意味でございまして、衛生的な面になりますと、私

どもの所管でございません。ただ、今そのようなご時世になって、私も喫煙

家でございますが、非常になかなか苦しい立場で、外でホタル族となって吸

っている状況でございます。私ども経済部で、一応たばこの消費で税金も相

当入ってきてございますので、今後そのようなことを庁内で検討しなければ

ならない時期がじきに来るのではないかと考えておるところでございます。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ありませんか。杉浦洋委員。

〇委員（杉浦 洋） ３目観光費の中の脇野沢焼干ラーメンＰＲ用テレビＣＭ

。 、スポット放送委託料15万円とあります ご承知のように脇野沢焼干ラーメン

旧脇野沢村において久々の特産品のヒット商品だと思っているのですけれど

も、この焼干ラーメンのＰＲというのは、どちらの焼干ラーメンをＰＲして

いるのか。最近どうも脇野沢地区において、２種類の焼干ラーメンが出回っ

ているのです。その実情を経済部長はご承知しているのか。どうも消費者の

方からは、このＰＲスポットにおいて、ちょっと苦情が出たりしている部分

もある関係で、いや、責めるのではないです、私は。継続してやってもらっ

ているのはすごくありがたいし、ただ最近ちょっと焼干ラーメンが地元にお

いて２種類出ていると。旅の方からまがい物が出ることに対しては、私何も

申し上げないのですけれども、その点についてどうなのでしょう、経済部の

方。

〇委員長（柴田峯生） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 私は、２種類あるのは知りませんでした。いろいろ

な行事で焼干ラーメンの実演販売をしております。いつも見る方、観光協会

の方々とかとお会いして、お話を伺ったりして、あるいは脇野沢の庁舎の方

に頼んで焼干ラーメン買っていただいたこともございましたが、２種類ある

とは私は知りませんでした。

〇委員長（柴田峯生） 杉浦洋委員。

〇委員（杉浦 洋） この焼干ラーメンにつきましては、いわゆる生産する漁

師の方々、そしてそれをＰＲする商工業者の方、そして行政が三位一体とな
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って長年の努力の結果ヒット商品になっていると、私はそう思っているので

すけれども、それが最近ちょっと別な形の、焼干の含有量を減らした焼干ラ

。 、ーメンが出回っていると それがゆうパックにおいて地方発送されたときに

最初に発売された焼干ラーメンを食べた方から苦情が来ました、違うという

ことで。そういう実態がありますので、やはりいろいろと我々が立ち入れな

い部分もありますので、経済部としては、そこら辺のところを調査して、立

ち入ることができるのであったら立ち入って、この焼干ラーメンというもの

。 。の評価を下げないような努力をしていただけないものかなと どうでしょう

〇委員長（柴田峯生） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 観光協会なり商工会なり、旧脇野沢村、今では脇野

沢庁舎の産業振興課の職員、今委員おっしゃいますとおり、３者一体となっ

て今まで宣伝に、普及に努めてまいりました。その意向は今後も変わりませ

ん。ただ、私知らなかったものですから、今後はそこら辺を十二分に調査い

たしまして、今まで培った評判を落とさないような方向づけをしてまいりた

いと考えてございますので、ご理解賜りたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第７款商工費についての質疑を終わります。

次は、第８款土木費について、理事者の説明を求めます。建設部長。

〇建設部長（成田 豊） それでは、決算書206ページからの８款土木費につ

いてご説明いたします。

第１項第１目土木総務費でございますけれども、これは建築課及び下水道

課を除く建設部の一般職38人分の給与費のほか、会議出席旅費等でございま

す。

次に、２目の建築総務費でございますが、これは建築課の一般職員８人分

の給与費のほか、需用費あるいは会費等でございます。

次に、208ページ、第１目道路橋りょう総務費でございますが、道路橋り

ょうの維持管理にかかわるもので、街路灯、ゆとりの駐車帯の管理のほか、

当市が加入しております各種協会の負担金、会費等に支出しております。

同じく208ページ、２目土木維持費でございます。これは、市道、生活道

及び水路等の維持補修にかかわる経費と除雪作業等の委託料でございます。

３目の用地管理費でございます。この用地管理費は、道路や水路等の用地

にかかわる管理費用でございます。

212ページになりますが、４目の道路新設改良費でございます。これは、



- 38 -

国からの道路補助や起債等によりまして施行いたします道路の新設や改良に

かかわる費用でございます。

同じページの５目でございますが、特定交通安全施設整備費、これは市町

村に交付されます交通安全対策特別交付金、いわゆる交通反則金を充当して

実施いたしました交通安全施設の整備にかかわる費用でございます。

次は、212ページから214ページにかけてでございますが、３項河川費、第

１目河川総務費でございます。これは、普通河川の維持管理にかかわる経費

と各種協会の会費や、県が実施しております急傾斜地の整備事業に対する負

担金等でございます。

２目の河川改修費でございますけれども、これは普通河川や排水路の整備

に要しました費用を支出したものでございます。

次は、第４項港湾費、第１目港湾総務費でございますけれども、各種協会

の負担金のほか、県が実施しております港湾事業、主に大湊港、それに大平

岸壁の道路等でございますけれども、それらに支払いをした負担金でござい

ます。

次は、214ページの第５項都市計画費、第１目都市計画総務費でございま

すが、都市計画審議会にかかわる費用のほか、都市計画関係の各種協会の負

担金や下水道事業特別会計の繰出金でございます そのほかに 平成17年11月。 、

５日に陥没いたしました桜木町の地下ごう調査等の費用でありまして、支出

しております。

次は、216ページ、第２目公園管理費でございます。これは、市で所管し

ております公園、広場、遊園地など40の施設がございますけれども、それら

の維持管理に要する費用でございます。

第３目大湊駅前広場管理費でございます。これは、駅前広場の植樹帯やモ

ニュメント等の維持管理にかかわる費用を支出しております。

次は、218ページ、第４目早掛レイクサイドヒルキャンプ場管理費でござ

います。これは、市民及び旅行客に自然との触れ合いの場を提供するととも

に、下北半島の観光のベースキャンプとして利用していただくことを目的と

して整備いたしました早掛レイクサイドヒルキャンプ場の施設の維持管理に

要する費用でございます。

同じく第５目野平高原キャンプ場管理費でございます。これもそのキャン

プ場の施設の維持管理にかかわる費用を支出しております。

第６目かわうちまりんびーち管理費でございますが、海岸に親しむために

空間づくりを目的としまして、平成４年度から整備されたこの施設でござい

ますけれども、平成13年度から暫定供用しているものでございます。それら
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の施設の維持管理費でございます。

、 、220ページにまいりまして 第７目川内渓谷遊歩道管理費でございますが

これは平成３年に整備されました遊歩道や大滝小公園の休憩所の維持管理に

かかわる費用を支出しております。

それから、第８目下北駅前広場整備事業費でございます。この事業は、一

時中断しておりましたけれども、隣接地権者とのご協力が得られることにな

りましたので、10月の臨時会に予算を補正させていただきまして、着手した

ものでございます。

次に、第６項住宅費、第１目住宅管理費でございますが、市内全域にあり

ます22団地605戸の市営住宅の管理費でございます。

、 、 、222ページ 第２目市営住宅建設費でございますが 市営住宅の建設用地

緑町団地の公有財産購入にかかわる費用でございます。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） ただいまの説明に対し、質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第８款土木費についての質疑を終わります。

次は、第９款消防費について、理事者の説明を求めます。総務部長。

（ ） 、 。〇総務部長 齋藤 純 それでは 第９款消防費についてご説明いたします

224ページから227ページにかけてでございます。

第１目常備消防費でございます。これは、下北地域広域行政事務組合に対

する負担金を支出してございます。消防職員の人件費が主なものとなってご

ざいます。

次、第２目非常備消防費でございます。これは、むつ市消防団の維持運営

に要する経費を支出してございます。

次に、第３目水防対策費でございます。これは、大湊消防署内にあります

水防倉庫の維持管理に要する経費でございます。

次に、第４目防災対策費でございます。当該年度は、平成17年９月５日に

当市が初めて主催いたしまして、海上自衛隊、むつ警察署、消防署、消防団

等の協力を得まして、総合防災訓練を実施してございます。また、11月17日

には南通り７町村町内会の協力のもと、原子力防災訓練を実施してございま

す。

次に、226ページ、第５目大畑消防署建設費でございます。これは、建設

予定地の地質調査委託料等が主なものとなってございます。

次に、第６目消防施設整備費でございます。これは、脇野沢小沢地区防火
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水槽移転工事でございます。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） ただいまの説明に対し、質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第９款消防費についての質疑を終わります。

次は、第10款教育費について、理事者の説明を求めます。教育部長。

〇教育部長（宮下孝信） それでは、第10款教育費についてご説明申し上げま

。 、 、 。す 228ページ １項教育総務費 １目教育委員会費からご説明いたします

教育委員会費でございますが、これは委員会開催に要する経費でございま

して、教育委員の報酬、活動費等となってございます。

２目事務局費についてでございますが、これは事務局運営に要する経費で

ございまして、教育長及び職員人件費、学校施設損害保険加入料、また補正

が大きくされてございますが、これは合併に伴う人事の補正となってござい

ます。

次に、230ページから232ページ、３目義務教育振興費でございます。これ

は、義務教育振興に要する経費でして、主なものとして就学指導専門委員報

酬、小学校の教科書の改訂時期に伴う指導書の購入費、ジュニア大使交流事

業経費、また語学指導助手４名の賃金等となってございます。

次に、232ページから234ページにわたります教育研修センター費でござい

ます。この目は、教育センター運営に係る経費でございますが、その主なも

のは、教育相談員２名の報酬並びに公開講座講師謝礼、職員費等となってご

ざいます。ちなみに、相談件数は平成17年度におきまして71件の相談を受け

てございます。

次に、234ページ、５目学務管理費でございます。これは、学校運営の補

助的部分や就学に係る経費でございまして、要保護、準要保護就学援助費、

私立幼稚園就園奨励費に対して628名分に対する補助、育英基金の繰り出し

等が主なものとなってございます。

同じく234ページ、教職員住宅管理費でございますが、これにつきまして

は、教職員住宅52戸分の維持管理に要する経費でございまして、平成17年度

では２棟の補修工事を行ってございます。

同じく234ページ、２項小学校費、１目小学校管理費でございますが、こ

れにつきましては、小学校22校の運営に要した経費となってございます。主

なものとしては、技能員、調理員18名の人件費、臨時技能員の賃金、施設の

光熱水費のほか、学校警備委託の経費、第一川内小学校のアスベスト対策工
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事費等となってございます。

、 。次に 238ページから240ページにわたります２目教育振興費でございます

これは、小学校教育振興に要する経費でございまして、学校の消耗品、学校

図書購入費等となってございます。

次に、240ページ、第三田名部小学校建設費でございます。これは、第三

田名部小学校改築計画に基づく建設基本構想策定経費等となってございま

す。

同じく240ページ、３項中学校費、１目中学校管理費でございます。ここ

では、中学校10校の運営に要する経費となります。その主なものといたしま

しては、技能員、調理員16名の人件費と施設の光熱水費、浄化槽等の管理委

託経費、中学校防犯対策設備工事費等となってございます。

次に、244ページ、２目教育振興費でございます。ここでは、中学校10校

の教育振興のための教材備品、学校図書理科教育設備等に要した経費となっ

てございます。同じく244ページ、４項社会教育費、１目社会教育総務費で

ございます。これは、社会教育の推進、生涯教育の推進に要した経費となっ

てございまして、主なものといたしましては、職員人件費のほか、川内海と

森ふれあい体験館の管理委託料、成人式関係経費、川柳の町づくり補助金、

ＰＴＡ補助金等となってございます。

次に、246ページ、２目公民館費でございます。これは、公民館運営に係

る経費でございまして、主なものとして公民館運営審議会委員報酬、職員の

給与費ほか24カ所の地区館の管理運営経費等となってございます。

次に、250ページから254ページにわたります３目図書館費でございます。

これは、図書館運営のための図書館奉仕員６名の報酬、正職員８名の人件費

のほか、館の維持管理費、各種点検委託料、備品等としての図書購入費等と

なってございます。

、 。次に 254ページから256ページにわたります４目文化振興費でございます

これは、芸術の振興、文化の振興、または保護、文化財収蔵庫の管理に要し

た経費でございまして、その主なものといたしましては、野猿公苑監視員１

、 、 、名分の賃金 また猿の追い上げ人夫14名の賃金 蛎崎城遺跡発掘調査の謝礼

カモシカ食害防止対策経費としての電気さく設置経費等となってございま

す。

256ページ、５目学習センター管理費でございます。この主なものは光熱

水費等施設管理に要する経費となってございます。

同じく256ページ、６目視聴覚振興費でございます。ここでは、視聴覚ラ

イブラリーの管理運営に要した経費でございまして、ビデオテープ等の購入
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費等となってございます。

同じく256ページ、５項保健体育費、１目保健体育総務費でございます。

これは、社会体育の指導と各種スポーツ団体の育成に要した経費でございま

して、主なものといたしまして、職員人件費、体育指導委員35名の報酬、体

育協会、スポーツ少年団等への補助金等となってございます。

次に、258ページから260ページ、２目学校保健費でございます。これは、

児童・生徒、教職員の健康管理、維持という目的でもって構成されておりま

す保健にかかわる経費、各種診断等にかかわる経費となってございます。

次に、260ページから262ページ、３目学校給食費でございます。これは、

児童・生徒の給食体制を運営する経費でございまして、主なものといたしま

しては、現場調理員の市の臨時職員25名分の賃金、共同調理場給食センター

の維持管理費としての運営費並びに大畑地区学校給食業務委託料、その他扶

助費では給食援助費として522名分の給食支援を行った経費となってござい

ます。

次に、262ページから264ページにまたがります４目体育施設管理費でござ

います。これは、総合運動公園、各地野球場等の施設管理に要する経費でご

ざいまして、その主なものとしては、管理にかかわる臨時職員賃金、施設の

光熱水費、各施設の点検委託料、川内ふれあいスポーツパーク等の整備のた

めの工事請負費となってございます。

次に、264ページから266ページにわたります５目体育館管理費でございま

すが、ここでは市体育館、川内地区体育館の運営、維持管理費に要する経費

でございまして、主なものといたしましては、清掃業務委託料、施設の光熱

水費等となってございます。

、 。266ページから267ページになりますが ６目スキー場管理費でございます

スキー場管理費につきましては、釜臥山スキー場、川内於法岳スキー場、大

畑兎沢スキー場の管理運営に要する経費となっていまして、スキー場臨時職

員賃金、ゲレンデの維持管理費、大畑スキー場管理委託等々の経費となって

ございます。

次に、268ページ、７目スキー場拡張整備費でございます。これは、釜臥

山スキー場拡張に要する経費でございまして、主なものとしては工事請負費

となってございます。なお、本年度、平成18年度で完成ということになって

ございます。

次に、268ページ、８目ウェルネスパーク整備費でございますが、ここで

はウェルネスパークのうち、センターハウス建設に要する経費でございまし

て、その主なものといたしましては、建設工事費、その他となってございま
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す。既に完成、運営されている施設になります。

同じく268ページから270ページでございます。９目ウェルネスパーク管理

費でございまして、これは克雪ドームの引き渡しを受けました平成17年８月

１日から平成17年度いっぱいの管理費を支出してございます。当然センター

ハウスの運営に要する経費もここに含まれてございまして、管理費といたし

ましては、臨時職員賃金６名分、そのほか施設の光熱水費、消耗品等となっ

てございます。

以上でございます。

（ ） 、 。 。〇委員長 柴田峯生 ただいまの説明に対し 質疑ありませんか 横垣委員

〇委員（横垣成年） １点だけお聞きいたします。

小学校費の第３目第三田名部小学校建設費でありますが、これはそれなり

に基本構想とかが煮詰まっているかと思いますが、私は奥内小学校の自動ド

アを見て大変ショックを受けているのですが、こういう第三田名部小学校も

そういう自動ドアというのを採用することになっているものかどうか、この

基本策定ではそういうふうになっているのかどうか、ちょっとお聞きしたい

と思います。学校という場は、生き方とか、ちょっと苦労するとか、そうい

うのを教える場だと思いますので、小学校から自動ドアというのはどうかな

というふうな立場に立っておりますので、ぜひそこら辺教えてもらいたいと

思います。

〇委員長（柴田峯生） 教育部長。

〇教育部長（宮下孝信） 現在の学校建設等のコンセプトは、障害児等も受け

入れする建前上から、できるだけ段差のない建物、広いスペースというのが

建設のコンセプトとしてかなり強い指導を受けてございます。まだ実施設計

等もろもろの整備は検討会は必要でございますが、そういう方向の中で主体

性を持った建設ということで意見が述べられる場面がいっぱいあろうかと思

っております。ただ委員おっしゃるような考え方も当然あるわけでして、こ

の辺は大きく参考にさせていただきたいと思います。

以上でございます。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ありませんか。坂井一利委員。

〇委員（坂井一利） 243ページの中に暖房器具整備手数料と載っております

けれども、商売柄ちょっと気になったものですから。ここのところ、ずっと

何年か学校等の教室の真ん中に置いているストーブなのですけれども、本来

ならば、これ２年に１回ずつメーカーの方では点検整備を義務づけているわ

けですよね、やってくださいと。ところが、ほとんどの場合、学校等がそう

いう計画をなされていないのです。燃えなくなったり、異臭が出たり、そう
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いうときに初めて連絡がくると。ところが、ここにはきちっと暖房の整備等

が初めて出てきたわけです。今までそういうふうな形の体制がほとんどとら

れていないのです。先生方に聞いても、果たして、担当の教育委員会の人に

尋ねると、いろいろ名目を変えながら苦労して皆さんやっていらっしゃるの

です。

、 、 、それともう一つ ここのところ気になってきたのが このたび２台ばかり

ちょうど燃焼する窯、これ耐用年数過ぎておって割れてきているのです。こ

れちょっと見た目でもわからないのです。だから、そういうところの安全対

策等がほとんどなされていないような、またそれを準備する形もとられてい

ないような気がしたものですから、その辺のところがどうなっているのか確

認したいと思います。

〇委員長（柴田峯生） 教育部長。

〇教育部長（宮下孝信） 教室等でも真ん中に置いて暖房をとるものはござい

まして、予算要求の時点で従来のむつ市であれば、各種不備等の要求を受け

付けはして、できるだけの手当てはしております。ただ、合併後の各学校の

状況につきましては、予算の要求等のシステムの関係で、一部不徹底な部分

があるかと思いまして、この辺は一律の要求方針とするということでまとめ

上げております。多分委員おっしゃる部分の補修部分も今回の要求等で上が

ってきているかと思いますので、十分審査のうえ、早目の対応をとりたいと

思っております。よろしくお願いいたします。

点検等につきましても、できるだけ児童の暖房ということで重要性のあん

ばいを考えまして、早目の点検を実施に移していきたいと思っております。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 坂井一利委員。

〇委員（坂井一利） それを対応してくださればよろしいですけれども、念を

押しておきたいことは、その耐用年数等の過ぎたものについて、重点的に直

さなければ、取りかえなければならないというふうなものもあるわけです。

新規購入ということもありますし、それともう一つは、たまたま平成20年に

統合というふうな形で、今冬と来冬と、主にそういうところで終わるもので

すから、何かの対応策を具体的にとる必要があると思います。その辺のとこ

ろ、もろもろの検討をしてやってくださればよろしいので、十分注意してや

ってくださるようお願いして、質問は終わらせていただきます。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ありませんか。斉藤委員。

〇委員（斉藤孝昭） 267ページのスキー場の関係です。毎年のことなのです

けれども、全日本のスキー連盟に公認競技施設としての公認料を払っていま
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すが、公認大会をする条件がほとんどそろっていないのにもかかわらず、公

認料だけを払っているというふうなことで、その公認大会をできるような整

備を今後進めるつもりがあるのか。

もう一つは、その下の欄になりますけれども、ＣＳ放送聴取料とあります

けれども、ＣＳ放送はだれが見ているのか。２点お聞きいたします。

〇委員長（柴田峯生） 教育部長。

〇教育部長（宮下孝信） ＣＳ放送の方からお答えいたします。

ＣＳ放送は、スキー場運営期間、有線放送という形で音楽を流しておりま

すので、その聴取料でございます。

公認大会につきましては、ポイントレースということで、県大会等の運営

を行う際の公認の部分でございますので、ご了解をお願いいたします。

〇委員長（柴田峯生） 斉藤委員。

〇委員（斉藤孝昭） ＣＳではなくて有線放送ですか。そのＣＳ放送のことを

もう一回確認したいことと、昨年リフトがとまって危険な状況があったとい

うことで、そのとまったリフトの耐用年数と今後どういうふうに考えている

のかお知らせ願いたいと思います。

〇委員長（柴田峯生） 保健体育課長補佐。

〇教育委員会事務局保健体育課長補佐（猪口和則） 斉藤委員のお尋ねにお答

えいたします。

ＣＳ放送の方は、有線放送、音楽の方ですけれども、一般に言われている

有線放送とＣＳというところで、有線で拾うのと電波で拾うものがありまし

、 、 。て うちの方は電波で拾っておりまして ＣＳという名称になっております

昨年議会の方にも報告しましたけれども、去年の事故、リフトの方は部品

を取りかえながら、耐用年数的には40年あるそうです。ただ、耐用年数的に

は40年ですけれども、途中途中部品を交換しておりますので、まだまだ使え

るのは使えるのですが、やはりスキーというのは派手なレジャー産業といい

ますか、そっちの方の関係から、やはり古いリフトは似合わないというとこ

ろで、順次計画の方へはのっけておいている予定です。私の頭の中ではのっ

けておいている。

昨年の対策なのですけれども、あれは電気接点の接触不良ということで皆

さんに報告しましたけれども、それは直結で結びますので、対応しておりま

す。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） ほかに質疑ございませんか。半田委員。

〇委員（半田義秋） 229ページの職員手当等、これは教育委員会というより
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総務部長に私はお聞きしたい。この中の児童手当というのがありますよね。

この児童手当は、いかなるものなのか。私の考えでは、扶養手当の中にも子

。 、 。供さんがいれば出ているはずです それなのに この児童手当が出ていると

私の考えでは、国の手当かなと、そう思っていますけれども。

〇委員長（柴田峯生） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） 市の職員の分については、市の方から出ます。そう

いうシステムになっています。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 半田委員。

〇委員（半田義秋） いや、それはそういう方針かもしれないけれども、これ

は国で出している手当でしょう、恐らくそうでしょう、月五千幾らかの。何

でこれ市の給料の中に入るのですか。おかしくないですか。これ国の方針で

子供に１人幾らと出している金なのですね。民間だと２カ月に１回か３カ月

に１回もらいますよね。そのようにしたらいいのではないですか。何も別に

給料の中に入れることもないわけでしょう。

〇委員長（柴田峯生） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） これは、国から歳入で来ていますので、ある意味で

はトンネルという形になります。そういう支給の方法になります。

〇委員（半田義秋） わかりました。

〇委員長（柴田峯生） ほかにございませんか。杉浦守彦委員。

〇委員（杉浦守彦） 何点かお聞きします。

脇野沢にもスキー場があるのですけれども、ここに載っているのは、旧む

つ市の釜臥山スキー場の管理委託費ばかりが載っています。旧脇野沢村にも

スキー場があるのですけれども、それらの管理費、脇野沢にスキー場がある

のを知らないのか、さっぱりあれなのですけれども、やはり生徒がある以上

は旧脇野沢村でもスキー場があってきちんと、余りよくはないのですけれど

も、整備すればまだまだ乗れるのです。それらの管理費などはどうなってい

るのか、ひとつ。

それから、今までは公民館がなくて交流センターができなかったもので、

各学校をそのまま各地区で使っておったのですけれども、今後交流センター

もできて、統合されまして、九艘泊、滝山、小沢の学校などは、もう全部あ

いているのですよね。それらなどの管理も、また水道、電気とかがそのまま

になっているのか、ひとつそこら辺のところもあわせてお願いいたしたいと

思います。

〇委員長（柴田峯生） 教育部長。
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〇教育部長（宮下孝信） 脇野沢のスキー場の件でございますが、合併時点で

は、休止という状態のままで私ども引き受けさせていただいております。休

止のままの方が現状の中ではしかるべき対応であろうという認識のままでご

ざいます。

、 、交流センター等々の また廃校となった学校の活用状況等でございますが

廃校となったのをそのまま閉鎖してございます。電気と水道等については、

遮断しているということで確認してございます。

以上です。

〇委員長（柴田峯生） 杉浦守彦委員。

〇委員（杉浦守彦） そうすれば、私も脇野沢の議員ですから、閉鎖されたの

はちょっと聞き及んでいないのですけれども、せっかく莫大な経費をかけて

旧脇野沢村もスキー場をこしらえて、結構また地元の生徒たちが練習するの

にスキー場に行ったという記憶もあります。私も１回ぐらいは行ってみたの

ですけれども、その後は行っていません。整備などは一般会計にはのってい

ませんので、どうなっているのかなと思って聞いてみたのですけれども、せ

っかくつくったものを、脇野沢地区にスキー場があるのに、そのまま取り残

されるというのは、ちょっと遺憾に思います。今後整備しながら、やはり地

元の人がスキーを乗れるような、生徒が乗れるような、むつ地区の釜臥山ま

で来なくても脇野沢地区でスキーの練習ができるような体制をやはり整えて

もらいたいなと思いますので、今後よろしくお願いいたします。

〇委員長（柴田峯生） ほかにございませんか。

（ なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） 質疑なしと認めます。

これで第10款教育費についての質疑を終わります。

暫時休憩いたします。

午後 ４時１２分 休憩

午後 ４時１３分 再開

〇委員長（柴田峯生） 休憩前に引き続き会議を開きます。

この際、お諮りいたします。

本日の審査は、この程度にとどめ、次回12月12日午前10時から委員会を開

催し、審査を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（柴田峯生） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。

本日はこれにて散会いたします。
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（午後 ４時１４分 閉会）
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